
 

  

歯 と お 口 の 健 康 チ ェ ッ ク 

 歯周病は痛みなどの自覚症状が少なく、気がつかない間に進行することが多い病気です。そのため「歯ぐき

が下がってきた」「歯がグラグラしてきた」など、気づいた頃にはかなり進行してしまっていることもあります。 

普段から下の具体的なチェックポイントについて、自分のお口の状態をチェックする習慣をつけましょう。 

  歯周病予防のためのお口の状態チェック 
 歯肉の色が赤い、もしくはどす黒い 

 歯と歯のあいだの歯肉が丸く、腫れぼったい 

 歯肉が退縮して歯と歯のあいだにすき間ができてきた 

 歯が長く伸びてきた 

 ブラッシング時などに歯肉から出血しやすい  

 疲労時やストレスがかかっているときに歯茎が腫れやすい  

 歯の表面を舌でさわるとザラザラする  

 起床時に口が苦く、ネバネバして気持ち悪い  

 歯肉を押すと白い膿がにじみ出てくる  

 歯の動揺がある  

 歯と歯のあいだに食べ物が挟まりやすい  

 上顎の前歯が出てきた  

 人から口臭があるといわれる 

 歯周病は初期の段階なら、毎日のセルフケアでもとの健康な歯ぐきに戻すことが可能です。1 つでも当ては

まる項目がある場合、できるだけ早い時期に歯科医院でみてもらいましょう。 

また 1 年に 2～3 回は歯科医院を受診してお口の中の状態をチェックしてもらいましょう。 
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沖歯科医院便り 

☆役立つ話、面白い話が満載の沖歯科医院からのニュースレターです☆ 


